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BVJ-002PA

会社名を記載してください。申請者が複数の場合は並記してください。

一般名称：対象技術を適切に表す名称としてください。

固有名称：他の技術と紛れのない名称(商標等)としてください。

1 技術の概要 当該技術の内容を簡潔に記載してください。

2 緒元・性能 当該技術の仕様や性能を示す諸数値を記載してください。

3 既存技術との対比
当該技術と既存技術(他社・自社の技術は問いません)について、全体又は部分的な対比を
行い、当該技術の特性や既存技術に対する優位性等を明確に示してください。

下記項目を中心に記載してください。

・技術開発に至った経緯

・建設事業においてどのように使用されるのか

・成果の目指すところ

5 開発目標 直接的な対象項目、通常の技術に対する優位性およびその適切性を定量的に記載ください。

6
開発目標達成の
確認方法

開発目標に達成していることを確認するために行った検証方法について、開発目標の項目毎
に記載してください。

7 実績
当該技術の施工年月日、施工場所、工事名称、工事規模等を記載してください。施工実績が
多い場合、合計○件、○㎡等を記入して施工実績一覧を添付してください。

8 技術内容の公開性
審査のため、審査委員会に対してご提出頂いた技術資料等は、審査終了後に報告書等で公
開いたしますが、特許等の関係からやむを得ず非公開としたい部分があれば、その部分を記
載してください。

9 特許の有無
当該技術に係わる特許及び実用新案権等の有無を記載してください。項目は取得・公開中・
出願中の全ての案件毎に、件名・出願人・発明者・番号・経緯書を記載してください。

10 関連法規制
関連法規との関係を記載し、その対応及び処置方法等が必要となるものについては、その方
法等を併せて示してください。

11
事故発生時の
処置方法

万一、当該技術の実施により瑕疵・クレームが発生して場合の技術的対応について明示してく
ださい。

12 その他 その他、特に記載する必要がある場合は記載してください。
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